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山
の
幸



、
海
の
幸



に
の
み
活
き
て
お
っ
た
太
古
の
状
態
か
ら
、
次
第
に
進
ん
で
世
の
中
の
秩
序
も
整
頓
し
、

住
人
に
も
一
定
の
株
が
出
来
て
は
、
他
国
者
や
風
来
人
が
や
っ
て
来
て
、
住
み
着
こ
う
と
し
て
も
容
易
な
事
で

は
な
い
。
中
に
は
京
都
の
北
の
八
瀬
の
様
に
、
絶
対
に
他
村
者
を
す
ら
入
れ
ぬ
と
い
う
頑
固
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

よ
し
や
う
ま
く
住
み
着
い
て
、
職
業
上
交
際
上
、
平
素
あ
ま
り
区
別
の
な
い
程
に
ま
で
融
和
が
出
来
て
も
、
な

お
縁
組
な
ど
の
場
合
に
は
、
「
筋
」
が
違
う
か
ら
と
い
う
故
障
が
い
つ
ま
で
も
起
っ
て
来
る
。
今
日
の
様
に
通

信
交
通
が
便
利
で
、
そ
の
素
性
も
、
移
っ
て
来
た
理
由
も
容
易
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
時
代
と
は
事
が
違
っ
て
、

ど
こ
の
馬
の
骨
や
ら
、
人
殺
し
を
し
て
逃
げ
て
来
た
の
や
ら
、
本
人
の
口
上
以
外
に
サ
ッ
パ
リ
そ
の
潔
白
を
証

拠
立
て
る
事
の
出
来
な
い
世
の
中
に
は
、
玉
石
混
淆
し
て
ま
ず
こ
れ
に
深
入
り
し
な
く
な
る
の
に
無
理
は
な
い
。

そ
こ
で
彼
ら
は
、
長
く
「
来



り
人



」
と
し
て
区
別
せ
ら
れ
る
。
特
別
の
学
問
技
芸
を
有
し
て
、
手
習
師
匠
や
、

医
者
の
真
似
事
で
も
出
来
る
様
な
も
の
は
格
別
、
何
ら
取
り
得
の
な
い
も
の
で
は
、
や
っ
と
村
民
の
同
情
に
訴

え
て
、
村
外
れ
の
空
地
な
ど
に
家
を
建
て
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
も
し
く
は
家
を
建
て
て
も
ら
っ
て
、
村
人
の
為

に
使



い
歩



き
や
物
の
取
片
付
け
や
、
火
の
番
や
、
腕



っ
節



の
強
い
も
の
な
ら
ば
泥
棒
に
対
す
る
警
固
や
な
ど
の

如
き
、
村
人
の
い
や
が
る
職
務
を
引
受
け
て
、
生
活
の
資
を
求
め
て
行
く
に
至
る
の
は
、
け
だ
し
や
む
を
え
な

か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
の
「
行



き
筋
」
と
か
、
「
掃
除
筋
」
と
か
、
「
番
太
筋
」
と
か
い
う
筋
の
も
の
の

中
に
は
、
か
く
の
如
く
に
し
て
起
っ
た
の
が
少
く
な
か
ろ
う
と
解
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
そ
の
中
で
も
運
の
悪
か

っ
た
も
の
は
、
非
人
扱
い
に
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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同
じ
「
来
り
人
」
の
中
に
も
、
手
に
或
る
職
業
を
有
し
て
い
た
も
の
は
、
そ
ん
な
に
人
の
嫌
が
る
仕
事
を
せ

ず
と
も
、
そ
の
職
に
よ
っ
て
立
派
に
生
活
し
て
行
け
る
か
ら
、
あ
え
て
賤
民
非
人
の
扱
い
を
受
け
る
様
な
事
は

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
な
お
「
筋
」
が
違
う
と
い
う
事
で
、
な
が
く
区
別
せ
ら
れ
て
い
た
の
は
、

こ
れ
も
や
む
を
え
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
阿
波
那
賀
郡
立
善
寺
村
の
棟
付
帳
に
、
「
桶
屋
筋
」
と

し
て
区
別
し
た
の
が
あ
る
の
も
、
こ
ん
な
事
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
鍛
冶
屋
を
忌



が
っ
た
り
、
竹
細
工
人
を
嫌

う
た
り
す
る
地
方
の
あ
る
の
も
、
一
つ
は
こ
ん
な
事
か
ら
来
て
い
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。
中
に
も
竹
細
工
は
、
到

る
所
に
材
料
が
得
や
す
く
、
仕
事
も
比
較
的
簡
単
な
の
で
、
通
例
は
山
家





な
ど
の
浮
浪
民
の
職
業
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
の
浮
浪
民
が
或
る
村
に
住
み
着
い
た
と
す
れ
ば
、
所
謂
「
来
り
人
」
と
な
っ
て
、
や
は
り
村
外

れ
の
小
屋
に
落
ち
付
く
と
い
う
事
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
旧
徳
島
藩
で
の
、
「
郷
士
格
以
下
身
居





調
査
書
」
と
い
う
も
の
に
、

　
他
国
よ
り
年
来
罷
越
居
候
流

浪

人

、
吟
味
の
上
村
方
故
障
無
之
分
は
、
居
懸
百
姓












又
は
見
懸
人







に
相
居



、

医
者
又
は
賤
し
か
ら
ざ
る
渡
世
仕
来
候
者
は
、
郡
付
亦
は
郷
付
浪
人
等
に
申
付
候
様
、
享
和
二
戌
年
御
内
達
に

有
之
。

　
と
あ
る
。
こ
ん
な
有
様
で
、
相
当
の
身
分
の
も
の
は
相
当
の
待
遇
を
も
受
け
た
が
、
普
通
に
は
役
所
向
き
で

は
見
懸
人
と
い
う
こ
と
に
扱
わ
れ
、
民
間
で
は
「
筋
」
が
違
う
と
し
て
疎
外
さ
れ
る
。
そ
れ
も
「
流
浪
人
」
で

4来り人の地位と職業



あ
っ
て
み
れ
ば
、
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
エ
タ
の
来
り
人
で
、
祖
父
の
代
に
来
た
の

で
あ
る
が
、
も
と
何
処
の
者
と
も
わ
か
ら
ぬ
と
い
う
様
な
者
を
、
エ
タ
の
棟
付
帳
に
新
た
に
編
入
し
た
と
か
、

前
の
棟
付
帳
に
「
見
懸
人
穢
多
」
と
あ
っ
た
の
を
、
後
の
帳
に
は
詮
義
の
上
、
単
に
「
穢
多
」
と
改
め
た
と
か

い
う
類
の
も
の
は
、
同
じ
「
流
浪
人
」
で
も
、
エ
タ
だ
と
い
う
素
性
の
知
れ
て
い
た
も
の
と
見
え
る
が
、
そ
う

で
な
く
て
も
、
運
の
悪
い
も
の
で
、
エ
タ
や
非
人
に
な
り
下
っ
た
の
も
少
く
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
非
人
で
も

な
く
、
エ
タ
で
も
な
く
、
さ
り
と
て
普
通
民
で
も
な
く
、
中
途
半
端









の
ま
ま
で
永
く
後
に
遺
る
と
い
う
の
は
、

彼
ら
が
通
例
の
場
合
に
於
い
て
与
え
ら
れ
た
運
命
で
あ
っ
た
。
か
く
て
維
新
後
に
ま
で
、
そ
の
中
途
半
端
の
身

分
を
引
き
継
が
れ
た
「
来
り
人
」
等
が
、
明
治
四
年
の
エ
タ
非
人
の
称
呼
廃
止
の
際
に
於
い
て
、
そ
の
所
属
に

迷
う
た
と
い
う
滑
稽
な
事
件
が
阿
波
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
乍
恐
奉
願
上
覚

　
私
義
先
代
よ
り
当
村
へ
来

人

に
相
成
居
申
内
、
土
地
風
稼
方
相
覚
、
仮
成





に
渡
世
相
送
り
候
に
付
、
見
懸
人







　
に
被
仰
付
、
年
々
に
両
度
見
懸
銀
少
々
宛
上
納
奉
仕
居
申
所
、
此
度
戸
籍
偏
製
御
取
調
に
付
、
何
卒
百

姓








　
居

に
被
仰
付
被
為
下
候
得
者
、
重
畳
難
有
仕
合
に
奉
存
候
。
仍
て
右
の
段
連
判
書
付
を
以
奉
願
上
候
、
以
上
。

　　
　
明
治
四
年
未
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
部
郡
久
保
村
見
懸
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
祖
父
八
※
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同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
常
吉
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
素
平
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
浜
平
作
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
来
直
八
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
常
吉
小
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
常
八
※

　
　
　
民
政
掛
御
役
所
様

　
右
之
者
共
奉
願
上
段
、
相
違
無
御
座
候
。
村
中
故
障
之
筋
無
御
座
候
に
付
、
何
卒
右
願
上
通
御
聞
届
被
仰
付

　
被
為
下
候
得
ば
、
私
共
迄
難
有
仕
合
に
奉
存
候
。
仍
て
奥
書
仕
奉
指
上
候
。
以
上
。

　
　
未
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
保
村
五
人
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
武
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
宇
平
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民
政
掛
御
役
所
様

　
こ
こ
に
「
見
懸
人
」
と
は
、
そ
の
村
に
居
付
き
の
人
民
で
は
な
く
、
し
か
も
現
に
住
し
て
い
る
も
の
に
対
し

て
、
見
懸
銀
と
称
し
て
課
税
し
た
、
そ
の
見
懸
銀
納
付
者
の
称
で
あ
る
。
来
り
人
も
多
年
そ
の
地
に
住
し
て
い

る
時
に
は
、
人
別
を
調
べ
て
課
税
す
る
。
こ
れ
は
平
安
朝
に
浮
浪
人
に
賦
課
を
命
じ
た
例
の
あ
る
と
同
じ
様
な

も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
見
懸
人
た
る
、
身
分
柄
中
途
半
端
の
来
り
人
が
、
恐
れ
な
が
ら
重
畳
有
り
難
き
仕

合
せ
に
存
じ
奉
っ
て
願
い
上
げ
奉
っ
た
の
に
対
し
て
、
民
政
掛
の
指
令
は
、

　
平
民
申
付
候
事

　
と
い
う
六
字
で
あ
っ
た
。

　
因
み
に
云
う
。
自
分
の
郷
里
の
墓
地
続
き
に
「
来
り
人
の
墓
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
自
分
の
何
代
前
か
の
先

祖
の
時
に
、
安
芸
国
か
ら
来
た
来
り
人
を
世
話
し
て
、
近
所
へ
住
ま
せ
て
お
い
た
と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
家
族

が
死
に
絶
え
て
、
一
人
だ
け
残
っ
た
娘
は
国
へ
帰
り
、
墓
だ
け
残
っ
た
の
を
自
分
の
家
で
代
々
世
話
し
て
来
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
後
一
度
そ
の
娘
か
が
墓
参
り
に
来
た
が
、
遂
に
そ
れ
き
り
に
な
っ
て
、
今
に
な
お
盆
彼

岸
の
香
花
を
手
向
け
て
い
る
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
被
差
別
部
落
と
は
何
か
」
河
出
書
房
新
社

　
　
　2008
（
平
成20

）
年2

月29

日
初
版
発
行

底
本
の
親
本
：
「
民
族
と
歴
史
　
第
二
巻
第
一
号
　
特
殊
部
落
研
究
」

　
　
　1919

（
大
正8
）
年7

月

初
出
：
「
民
族
と
歴
史
第
　
二
巻
第
一
号
　
特
殊
部
落
研
究
」

　
　
　1919

（
大
正8

）
年7
月

※
表
題
は
底
本
で
は
、
「
来
《
き
た
》
り
人
《
に
ん
》
の
地
位
と
職
業
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
門
田
裕
志

2013

年1

月11

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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